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田
中
幸
太
郎
議
員（
つ
ば
さ
）

　

行
徳
可
動
堰
の
改
修
に
伴
う

行
徳
橋
改
善
に
つ
い
て
、
平
成

21
年
６
月
に
要
望
書
が
国
と
県

に
提
出
さ
れ
た
。

　

行
徳
可
動
堰
は
現
在
地
で
の

ゲ
ー
ト
交
換
や
耐
震
補
強
工
事

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

伴
い
、
歩
行
者
等
が
安
心
・
安

全
に
利
用
で
き
る
橋
に
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

安
心
・
安
全
に
利
用
で
き
る
橋
に

行
徳
可
動
堰
改
修
に
併
せ
要
望

行徳橋の架け替え

答
　

要
望
書
提
出
後
、
国
、
県

で
は
検
討
が
進
め
ら
れ
、
国
は

23
年
２
月
を
目
途
に
行
徳
可
動

堰
の
工
事
契
約
を
行
う
が
、
行

徳
橋
の
利
用
に
支
障
は
な
い
と

聞
い
て
い
る
。
可
動
堰
改
修
に

併
せ
、
行
徳
橋
が
、
歩
行
者
や

自
転
車
利
用
者
に
と
っ
て
、
安

心
・
安
全
に
利
用
で
き
る
橋
と

な
る
よ
う
引
き
続
き
要
望
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

金
子
　

正
議
員
（
み
ら
い
）

　

市
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

本
市
が
行
う
福
祉
行
政
の
役
割

を
代
行
す
る
大
き
な
担
い
手
で

あ
る
。
高
齢
化
や
不
況
に
よ
る

支
援
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
伴
い
、

事
業
が
拡
大
し
て
い
る
が
、
財

源
は
十
分
な
の
か
。
後
見
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
県
の
予

算
を
活
用
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
本
市
の
考
え
を
問
う
。

近
年
の
事
業
拡
大
で
財
源
は
十
分
な
の
か

今
後
も
財
政
支
援
の
在
り
方
考
え
て
い
く

社会福祉協議会

答
　

国
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

事
業
等
の
増
加
で
人
材
不
足
は

認
識
し
て
い
る
が
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
人
件
費
補
助
の

増
額
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え

な
い
。
今
後
も
事
業
の
必
要
性

を
客
観
的
に
評
価
し
、
財
政
支

援
の
在
り
方
を
考
え
る
。

　

ま
た
、
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
立
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
意
向
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

プ
リ
テ
ィ
長
嶋
議
員
（
市
民
の
声
）

　

Ｊ
Ｒ
市
川
駅
南
口
に
あ
る
２

つ
の
保
育
園
に
出
さ
れ
た
保
護

者
か
ら
の
苦
情
等
に
対
し
、
市

が
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
と
の

要
望
が
届
い
て
い
る
。
苦
情
等

の
内
容
と
市
の
対
応
を
問
う
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
の
指
定

及
び
認
可
の
取
り
消
し
要
件
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
　

保
育
士
等
の
大
量
退
職
、

保
護
者
か
ら
の
苦
情
へ
の
市
の
対
応
は

運
営
法
人
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
実
施

保育園運営

園
児
が
一
時
行
方
不
明
と
な
っ

た
こ
と
な
ど
、
保
育
内
容
へ
の

保
護
者
の
不
安
が
あ
り
、
市
で

は
運
営
状
況
の
確
認
や
両
施
設

を
運
営
す
る
法
人
の
責
任
者
か

ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
行
っ
て
き

た
。
指
定
管
理
者
の
指
定
及
び

認
可
の
取
り
消
し
は
、
地
方
自

治
法
、
児
童
福
祉
法
等
の
規
定

に
よ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
抵
触

し
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

宮
田
か
つ
み
議
員
（
市
民
の
声
）

　

市
の
新
障
害
者
計
画
が
策
定

中
だ
が
、
従
来
の
計
画
は
良
く

で
き
て
い
る
も
の
の
、
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
担
当
者
と
心
の

通
っ
た
や
り
と
り
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
特
に
子
育
て
支
援
、

就
労
に
つ
い
て
の
相
談
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
（
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の

設
置
）、
送
迎
サ
ー
ビ
ス
等
、
新

計
画
に
各
団
体
の
意
見
や
要
望

意
見
や
要
望
を
ど
う
反
映
し
て
い
く
の
か

当
事
者
の
気
持
ち
に
沿
っ
て
計
画
を
策
定

障害者支援

を
ど
う
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答
　

要
望
の
中
に
は
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
の
整
備
、
生
活
支
援

面
で
は
相
談
体
制
の
整
備
や
就

労
環
境
の
確
保
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
つ
い
て
は
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の

設
置
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
計
画
に
反
映
し
進
め
て

い
く
。
ま
た
、
協
議
の
場
の
見

直
し
な
ど
、
当
事
者
の
気
持
ち

に
沿
っ
た
施
策
を
進
め
て
い
く
。

小
林
妙
子
議
員
（
公
明
党
）

　

外
環
暫
定
道
路
周
辺
の
田
尻
、

高
谷
地
区
の
住
民
説
明
会
が
開

催
さ
れ
、
地
域
住
民
か
ら
、
車

の
振
動
で
眠
れ
な
い
、
対
策
を

講
じ
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
出

さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
住
民

説
明
会
終
了
後
、
市
は
振
動
問

題
に
関
し
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
て
い
る
の
か
。

答
　

24
時
間
の
調
査
を
実
施
し

振
動
問
題
に
対
す
る
市
の
対
応
は

で
き
る
限
り
の
軽
減
を
求
め
て
い
く

外環暫定道路周辺地区

た
結
果
、
朝
４
時
台
か
ら
５
時

台
に
大
型
車
の
通
行
量
が
増
え

る
こ
と
、
走
行
車
線
上
に
消
火

栓
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
振
動
の

原
因
と
推
察
さ
れ
る
。
事
業
者

に
は
こ
の
結
果
を
伝
え
、
早
期

に
外
環
道
路
の
完
成
形
に
近
づ

け
る
と
共
に
、
現
在
の
暫
定
供

用
中
に
お
い
て
も
、
で
き
る
限

り
騒
音
や
振
動
の
軽
減
に
努
め

て
頂
く
よ
う
強
く
求
め
て
い
く
。

守
屋
貴
子
議
員
（
民
主
・
市
民
）

　

東
浜
１
丁
目
地
先
の
人
工
干

潟
等
は
三
番
瀬
海
浜
公
園
に
隣

接
す
る
市
川
市
地
先
で
あ
る
。

船
橋
市
が
京
葉
港
第
二
期
埋
め

立
て
事
業
実
施
ま
で
暫
定
管
理

を
し
て
い
た
こ
と
は
理
解
す
る

が
、
埋
め
立
て
が
白
紙
に
な
っ

た
段
階
で
市
と
し
て
対
応
す
べ

き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、

移
管
を
受
け
た
場
合
の
利
用
方

移
管
後
の
利
用
方
法
は

市
民
が
海
辺
に
親
し
め
る
場
所
に

東浜１丁目地先

法
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　

当
該
地
が
三
番
瀬
再
生
計

画
の
検
討
対
象
に
な
っ
て
い
た

た
め
状
況
を
見
守
っ
て
い
た
。

し
か
し
今
回
、
県
企
業
庁
か
ら

護
岸
や
人
工
干
潟
等
の
移
管
の

相
談
が
あ
り
引
き
受
け
る
こ
と

と
し
た
。
利
用
方
法
は
自
然
観

察
や
海
浜
ス
ポ
ー
ツ
の
利
用
等
、

市
民
が
海
辺
に
親
し
め
る
場
所

と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

五
関
　

貞
議
員（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

北
方
町
４
丁
目
地
域
は
、
市

街
化
調
整
区
域
に
区
分
さ
れ
て

い
る
が
、
同
地
域
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
。
今
後
、
無
秩
序
な
住

宅
開
発
が
誘
発
さ
れ
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
危
惧
し
て
い
る
。
農

と
住
が
調
和
し
た
良
好
な
住
宅

地
と
な
る
よ
う
、
適
切
に
誘
導

す
る
方
策
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

庁
内
で
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る

北方町４丁目地域の土地活用

答
　

市
と
し
て
も
、
周
辺
環
境

と
調
和
す
る
土
地
利
用
の
誘
導
、

環
境
を
阻
害
す
る
行
為
の
規
制

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

現
在
は
、
庁
内
で
地
域
の
現
状

や
問
題
の
確
認
、
そ
の
対
策
と

課
題
等
の
調
査
研
究
を
進
め
て

い
る
。
具
体
化
に
は
、
地
権
者

の
主
体
的
な
姿
勢
が
重
要
で
あ

り
、
地
元
か
ら
の
相
談
に
は
積

極
的
に
対
応
し
て
い
く
。

増
田
三
郎
議
員（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

旧
江
戸
川
堤
防
は
常
夜
灯
か

ら
河
原
ま
で
の
地
先
が
未
だ
に

整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
ま

ま
整
備
終
了
で
は
困
る
。
ま
た
、

大
和
田
地
先
の
江
戸
川
堤
防
は
、

国
の
予
算
が
な
い
た
め
草
刈
り

も
行
わ
れ
ず
、
生
草
が
燃
え
た
。

ス
ロ
ー
プ
も
設
置
さ
れ
て
い
な

い
。
迷
惑
施
設
だ
け
が
く
る
大

和
田
地
区
で
あ
る
。
整
備
に
対

ス
ロ
ー
プ
の
設
置
は
で
き
な
い
か

今
後
も
坂
道
整
備
を
国
に
要
望

大和田地先の江戸川堤防

す
る
市
の
考
え
方
を
問
う
。

答
　

旧
江
戸
川
堤
防
の
未
整
備

区
間
は
、
県
と
再
三
協
議
し
た

結
果
、
平
成
22
年
度
か
ら
整
備

を
進
め
て
い
く
こ
と
で
調
整
が

で
き
た
。
江
戸
川
堤
防
の
草
刈

り
は
９
月
下
旬
の
予
定
で
あ
る
。

ス
ロ
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
大
和

田
地
先
の
坂
道
整
備
を
今
後
も

様
々
な
機
会
を
と
ら
え
国
に
要

望
し
て
い
き
た
い
。

　９月定例会では、31 人の議員が一般質問を行いまし

た。質問の持ち時間は答弁を含めて１人 60 分。ここで

は紙面の都合上、１人１項目を選び質問・答弁を要約し、

ジャンルごとにまとめて掲載しました。 

＜会派の略称＞

　民主・市民＝民主・市民連合

　社民・市民＝社民・市民ネット

農
住
が
調
和
し
た
住
宅
地
へ
の
誘
導
策
は

福 祉

行
徳
可
動
堰
と
行
徳
橋

ま ち づ く り


